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快適さ ・便利 さを追求し続けてきた成果 として
の国家である。それゆえ,個 々の人間にとって
歴史上稀なほどス トレスが解消 した社会である
はずである。 しか しながら,現 実には,現 代社
会こそス トレス社会そのものであ り,そ のス ト
レスは 日々増大 していると言われている。
　基本的にス トレスは人間が感 じるものであ り,
「種々の外部刺激が負担 として働 くとき,心 身
に生ずる機能変化。ス トレスの原因となる要素
(ス トレッサー)は 寒暑 ・騒音 ・化学物質など
物理化学的なもの,飢 餓 ・感染 ・過労 ・睡眠不






んだ形 で成長 ・発達 してい く。それゆえ,成
長 ・発達するためには,そ のようなス トレスを





　近代化 と科学技術 の発展 によって,快 適 さと
便利さを求めることが当然の権利 と考えられる
ようにな り,そ の結果,現 代人はス トレス耐性
が弱 く,ス トレスか ら逃避するだけでなく,ス
トレスから解放 されるために必要な技術 開発や
カウンセリングが心理学や脳科学の分野で研究
されている。しか しなが ら,人 間の成長 ・発達
は常にス トレスを伴 うものであ り,人 間をス ト
レスか ら完全 に解放することは,人 間の成長 ・
発達を阻止することになる。
　 この ような考え方については,発 達教育学部
紀要第5号,拙 稿 「教育とス トレスの関係 につ
いて」においてすでに指摘 したことである。











　 さらに,人 間の発達は自己意識 における個人
性 と社会性の明確化 としてあ らわれて くるもの





めには,子 どもにス トレス耐性を養 う教育が併
用 されなければならない。
　子 どもの遊びを重視 したフレーベル(F.W.A
Fr?el,1782～1852)は 子 どもの発達 とのかか




Darstellung)で あ り,内 面そのものの必然性
(Notwendigkeit)と 欲求(Bed?fnis)で ある2)」
として,子 どもにとって遊びは自由な自己活動
であ り,外 か らのはたらきかけを受けることと
無関係 に成立するが,そ の遊びに対するはた ら
きかけとしての教育の意義を主張している。こ
のような自己活動である遊びに教育的はた らき
かけを加えることは,子 どもに対 してス トレス
を与えることである。 シュライエルマッハーは
この点に関して,こ のような遊びに対する教育
的はた らきかけによって遊 びその もの を訓練
(ﾜbung)に することの必要性 を説 き,「訓練は
はじめ遊びについてあ らわれて くるに過 ぎない
が,子 ども(Z6gling)の 中に訓練 に対す る感
覚が発達 して,訓 練 をそれ自体で喜ぶようにな







の過程が常 に何 らかのス トレス と密接 にかか
わって進んでい くものである。本論考において
は,こ のような人間の成長 ・発達において必然
的に生 じて くるス トレス とそのス トレスに耐え
なが ら成長 ・発達を遂げてい く人間存在の本質
について究明 していきたい。





自らの存在 に必然的にあらわれて くる個人性 と
社会性の自己矛盾 を感 じるようになる。つ まり,
この自己意識には個人 としての存在意識である
個人性 と社会的存在 として周 りの人間関係にお
いて存在するという存在意識である社会性 とい
う両側面が備 わっている。それゆえ,成 長 ・
発達に伴い自己意識が明確化 して くると,自 己
























期 ・思春期 ・青年期までが中心で,成 人期にお
いてはそのような個人性 と社会性の対立が明確
化 して くることは少なくなる。この理由は,成
長 ・発達に伴 うさまざまのス トレスに対する耐
性が自然に形成されて くるか らである。この耐
性 とは,慣 れと呼ぶべ きものである。それゆえ,
多様なス トレス体験をもつ人間はス トレス耐性
が強 く,ス トレス体験の少ない人間はス トレス
耐性が弱いと一般に言 うことができる。
　新たな体験 にはすべてス トレスが伴われるも
のであることか ら,体 験 自体をス トレス体験 と
呼ぶことができる。 さまざまの新 しいことを積
極的に体験 していける人は必然的にス トレス耐
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に伴うス トレス感 を和 らげるのにきわめて有効
である。








きい,そ して伸縮 自在の柔 らかいゴムの風船 を
持っている28)」。それゆえ,様 々のス トレスに対
する耐性 を育成するためには,ユ ーモアのセン
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